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From異庫県聞石市

大角由美さん

伊万里との関わりは? 高校まで伊万里に住んで

いました。両親に会いに、年に 1回は伊万里に

帰省しています。

近i児をお聞かttく~ðい 明石に来て8年。引越

して半月後に阪神大震災に遭いました。最近海

の近くに家を買い、家族で釣りをはじめました。

瀬戸内海は魚の宝庫ですよ。

今年lまと九な年12し定いですか? 子どもや主人

といろいろな事を話したり、聞いたりして家族

のきずなをもっと深めていきたいと思います。

伊万里へのメツむータを一言 30年ぐらい前に

小学校で牧島に橋がかかると教わりました。も

うすぐできるんですね。 j甫之崎に住むおばあち

ゃんとの距離がぐーんと近くなるので楽しみで

す。ちなみにわたしの実家は木須西です。
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From霊知県豊田市

内野正荘さん

伊万里との関わりは? 昭和21年から36年まで

住んでいました。伊万里高校卒業(昭和27年)

後昭和36年まで伊万里で働き、その年の暮れ

現地に来ました。

近視をお聞かぜ〈定きい 平成5年に会社を定年

退職。コミュニティ 施設で65歳まで勤務。

現在もそこで臨時職員として働いています。水

泳、スキ一、そして盆裁で楽しんでいます。

今年lまと九な隼12し芝いですか? とにかく、

70歳を越えますので健康に留意して過ごした

いと思います。パソコンにも挑戦したいて換す。

伊万里へのメツ包ーラを一吉 都市化が進むのは

しかたありませんが、青春時代を過ごした伊万

里が、帰郷して温かいなあと思われる、自然い

っぱいの環境に配慮した都市に発展することを

期待しています。

伊万里との関わりは? 昭和31年7月、 18歳で

自衛隊に入隊するまで大川内町市山で過ごしま

した。任地が長崎、大分、福岡だったので、ほ

ほ月 1聞くらいは帰省していました。

近混をお聞かt主ください 一昨年第2の就職も定

年退職となり、現在年金生活中です。各地の健

康マラソン(フル完走31回)大会や登山に励

んでいます。昨年ホノルルマラソンを妻と走り

ました。

今年lまと九な年l之し芝いですか? フルマラソン

3回完走と、槍ヶ岳(北アルプス)登山が目標

です。

伊万里へのメッローラを一重 伊万里湾大橋と黒

J畢閉記念館ができたら、もっと観光面に力を入

れられたらと思います。

From福岡県語源町

江口信重さん

。



From京都市右京区
伊万里との関わりは? 千々岩平八郎の三女で

す。父は伊万里行進曲の作詞をしました。 9人

兄弟で、現在福岡で妹と同居しています。

近混をお聞かゼく芝きい 20代で服飾デザイン

の勉強のため上京。 1962年から福岡に住み、

デパートのデザインルーム勤務を経て、 1975
年、オートクチユールの后を開業。 2000年9
月に閉居。現在は自宅で好きな服づくりを楽し

んでいます。

今年lまと九な年I~し芝いですか? ーにも、二に

も平和を祈ります。戦前、戦後と多難な時代を

生きてきました。

伊万里へのメッむーヲを一言 伊万里で生まれ、

育ったことを原点として、どこにいても伊万里

出身と大手を振って生きてきました。感謝して

います。

From福岡市崎商区

千々岩真柄さん

伊万里との関わりは? 伊万里はわたしの生まれ

里ですし、 22歳まで住みました。妻の出身地

でもあリます。先祖の墓もありますし、姉、弟、

鯨が住んでいます。まさにわたしの故郷です。

近i見をお閣かぜください 伊万里高校を昭和26
年に卒業しました。その卒業年次を会の名称と

した26会が昨年横浜でありました。懐かしい

伊万里弁で会話を楽しんできました。

伊万里へのメッむーヲを一喜 現在、世界の目は

アジアに向けられており、これからも世界経済

は極東を軸に動くと思います。伊万里焼きで古

くから世界に知られた伊万里です。その知名度、

極東に向けた良港、開けた土地を生かして日本

圏内のみならず、世界に羽ばたく伊万里に躍進

してほしいと思います。

From雌車県多治見市

松尾 剛さん

加藤島ーさん

伊万里との関わりは? 黒川村から伊商に行くた

め元町に下宿したのは昭和15年4月。翌年3
月までいた後、熊本の学校へ移りました。田舎

から初めてまちへ移って励んだ勉学生活。わた

しには悔いのない充実した毎日でした。

近規をお聞かttくださEい 自由業を営んでいます

が、昨年大病をわずらい3度の入院。すっかり

痩せてしまいました。

今年lまと九な年I~し芝いですか? 体調をくずし

て以来、とみに年齢を意識するようになりまし

た。無理せず体調回復に努めたいと思います。

伊万里へのメツむーラを一言 伊万里はわたしを

生み育ててくれた故郷。いつまでたっても懐か

しさがこみ上げてくる思い出の地です。市民の

皆様のご活躍と伊万里の発展を切に祈っておリ

ます。
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From東京都渋谷区

池田 厚さん

伊万里との関わりは? わたしは南波多町に生ま

れ、昭和20年海軍航空隊復員、同21年国策に

よって開拓団入団。同22年に上京しました。

近混をお聞かt空く芝きい わが社((紺青山)は富

内庁をはじめ、官公庁、有名ホテルなど多くの

方に H士出し』で利用いただいています。日本

の自然と、伝統に育まれた旬の昧を大切に 『安

全Jr安心Jr美昧』をモットーにお届けしてい

ます。

今年Iまと九な年l之し定いですか? 創業以来のお

客さまへ感謝を込め、新工場を建設しより充実

した商品を製造したいと思います。

伊万里へのメツむーヲを一言 伊万里焼きをはじ

め牛肉、農産物など伝統ある伊万里ブランドを

大切に、さらに新しい伊万里ブランドの発信地

として飛躍してもらいたいと思います。

From埼玉県練山市

片岡英男さん

伊万里との関わりは? 昭和22年に伊万里で生ま

れました。伊万里小学校に通っていた昭和29年、

家族ともども上京しました。 『交響詩伊万里』の

作詞者、片岡繁男はわたしの父です。本籍地は

今も伊万里市立花町においてあリます。

近混をお聞か甘く置ささい 現在、関東の茶所とし

て知られる1奇玉県狭山市で歯科医院を営んでい

ます。東京から狭山に移り住んで、今年でちょ

うど20年になります。

今年1まと九な年I~し芝いですか? 平凡ですが家

族全員健康で、平穏無事な一年であることを願

っています。

伊万塁へのメッ包ーラを一吉 伊万里の繁栄と発

展を心から祈っています。
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伊万里との関わりは? 夫婦とも伊万里出身で、

大阪で仕事をしていた主人のもとへ来阪してち

ょうど50年になります。残念ながら夫は4年

前に亡くなりました。

近iS(をお聞かt主ください 伊万里の新鮮な野菜、

魚を食べていたら、もっと長生きて・きたのでは

と思い悔やんでなりません。当地は昔たまねぎ

の産地でした。今ではその面影もなく、関西空

港の連絡橋のある所でビルやマンションが増え

て自然がだんだんと遠くなる感じです。

今年lまと九な隼I~し芝いですか? わたしはただ

健康で、自分の行きたい所へ行き、好きな音楽

を聞いたり、好きなテレビを見たりして無理を

せずに健康で自然に過ごせたら何よりです。

伊万里へのメツむーヲを一室 伊万里のますます

のこa発展を心よりお祈り申し上げます。

From大阪府泉佐野市

池田秀子さん

※ご本人の希望により写真は掲載しておりません。



伊万里との関わりは? 山代町楠久津出身で、昭

和43年に主人の故郷京都に帰りました。山代

町久原に姉がいます。

近浪をお聞か也ください 銀閣寺や哲学の道近く

に住んでいますので朝の散歩などをしていま

す。京大も近くですから、学生向けのマンシヨ

ンを経営しています。

今年lまと九な年12し芝いですかっ 70歳をすぎ

ますと体力も衰えます。元気なうちに、伊万里

駅も新しくオープンしたり、楠久に橋がかかっ

たと聞きますので春には帰りたいと思います。

伊万里へのメツむージを一室 昨年近所の人が伊

万里に旅行されて、伊万里焼きの窯元がどこか

わからなかったとか、おいしい果物のとれる所

などもご存じないようでした。伊万里の良いと

ころをもっともっと PRしてください。

From京都市左京区

西村俊子 さん
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From東京都練馬区

池田龍雄さん

伊万里との関わりは? 昭和3年二里町 (旧二里

村)に生まれ、正昧18年足らすしか過ごして

いないのですが、伊万里はやはリ幼い思い出を

残す"ふるさと"です。

近視をお闇t.J'也ください 近況(仕事、プライベ

ート)はさして変わりません。しかし世の中は

どんどん変わってゆく。それも悪い方に変わっ

ていくようでそれが気がかりです。

今年lまと九な年l之し芝いですか? 鬼に笑われた

くないので、この話はしないことにします。で

きれば鬼に笑われるのではなく、鬼が喜ぶよう

な年にしたいものです。それも鬼も驚くような。

伊万里へのメツむーヲを一吉 伊万里は焼き物の

まちとして、すでに全国に知られています。こ

れからは芸術 般、文化の香り高いまちとして

ますます広く知られるようになってください。

From霊知県幸田町

岩永房ー さん

伊万里との関わりは? 出生地は南波多町です。

昭和47年まで62年間在住しておりました。昭

和29年伊万里市となり、引き続き伊万里市役

所に定年まで勤めさせていただきました。

近i児をお聞かtまください 家の庭木の手入れや貫

物など、ごく平凡な日々を妻と過ごしています。

時おりテレビで伊万里地方の放送が流れると懐

かしさとまちの変化に驚かされます。

今年lまと九な年l之し芝いですかっ 自分たちも含

めて、子どもや孫たちが無事健康で過ごすこと

を願っております。

伊万里へのメツむーヲを一室 毎月 『広報伊万里』

を楽しく拝見させてもらっています。それを見

て伊万里市が発展していく様子がわかります。

今後ますますのご繁栄を心から祈っておりま

す。
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From異庫県伊丹市

山口一男さん

伊万里との関わりは? 伊万里で生まれ、高校卒

業まで伊万里で育ちました。今では、伊万里で

過ごした以上の年月を兵庫県で暮らしておりま

す。今でもまだ親父が伊万里で元気に暮らして

います。

近j見をお聞か甘く定きい 家族4人(妻、長女、

次女)といっしょに皆元気に過ごしておリます。

そろそろ娘が嫁に行ってくれて、孫の顔でも見

せてくれたらなあーと思うこのごろです。

今年lまと九な年I~し芝いですか? 仕事は厳しい

状況下にありますが、まずは問るく家族全員が

健康で過ごしていければと思っております。

伊万里へのメツむーヲを一吉 毎月送ってもらう

『広報伊万里』で、故郷伊万里の近況を知るこ

とができ楽しみにしております。編集者の皆さ

ん、たいへんでしょうががんばってください。

@)IMARI 

From異庫県姫路市

松尾英幸さん

伊万里との関わりは? 昭和35年6月25日、暮

れなずむ停車場で、今は亡き両親に見送られ筑

肥線上り 3等客車で伊万里を離れ43年になり

ます。「トンテントンば見たかア』。

鑑視をお聞かぜく芝きい 読み書きで脳づくり、

体力づくり、野菜づくりに精を出しとります。

今年1まと九な年I~し芝いですか7 2月から国家

公務員 (L、わゆる年金生活)です。『健康よけ

ればすべてよし』

伊万里へのメッ包ーラを一言 毎月『広報伊万里』

を楽しく拝見させてもらっとります。皆さんが

んばってくんさい。

伊万里との関わりは? 飲食屈を開業するにあた

り、亡き父の出生地(山代町久原)と父をしの

ぶ意昧で后名を 『伊万里』といたしました。

近iRをお聞か也くEささい 後継者共々病いに倒

れ、残念ながら廃業せざるをえず35有余年の

業務を終えました。

今年lまと九な是正I~し芝いですか? 身体をもとに

戻し、再び社会に復帰することができるようが

んばりたいと思います。

伊万里へのメッむーヲを一言 毎月広報を送って

いただき『伊万里』の発展を見て、心ワクワク。

ますますの市勢の繁栄をお祈り申し上げます。

テーブルの上の 『世界伊万里会議』の陶板を毎

日ながめながら、当時のことを楽しく思い出し

ております。ぜひまた会議を開催してください。

，、 From島栂県松江市

前田武ーさん

※ご本人の希望により写真は掲載しておりませんロ
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.ゲストランナー

b川崎伸次 (東洋大学陸上競技部監符) シドニ一五輪マラソンに出場

1> 111よ恒子 (1宮崎i'll"lI気附) アトランタ・シドニ一五輪IOOOOmに出場

.参加料

1>小学生・ブリッジウオーク

1>一 般 20001司
.申込方法 所定の巾込，11に必要'II項を記入し、郵便局にご入金ください
※申込書は、市教育委員会体育保健謀、各自IJ公民館などに準備しています
.申込期限 l月31日(金)必前

.間合先 伊万塁間大楠IlfJi也記念ロードレース大会事務局

(市教育委釘会体行保健課内 包③21 1 1内線464、

10001"1 b中学生・高校生500円
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※このイラストは有国工業デザイン科3年市丸佳奈さんの作品です。
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り
ま
せ
ん
か

第

2
固

さ
わ
や
か
伊
万

タ
ウ
ン
ミ
I
テ
イ
ン
、
ク

を
開
催
し
ま
す

. ママ ・・ ・ ち会や 生 ン
市 閏 生に伊 テ場 午 日 し 参 で 今のこミ市
情 合 活つ万 | 後 て 1mす 後戸れ lは
報 先 競い里 マ rli6 時 いは 。のをはテ
推 境てプ l時 ま白 方市、イ次
詳の ラ 南半 1す由 向政 市 ン の
師 向 ン波 1月 。でなに長グ日
a 上 ド 多 824 す ど反白 一 括!
22 に 産 公時 1:1 。 を I決身をでマ コ民半(多 わさが開
?いの館 主く かせ市供 量
1 て窒 のりる民と 2
i 肱 一 皆やと と三 回
l人.dl-守弘 さすと I自 Y。さ
線 "-'::̂- '， .~ヨh んくも接わ
2 ~ \，当副醤~ の 説に対 や
~ ~ヲL、i寓苅- ご明 、話か
怠 圃市凪‘羽田 参す市し 伊

川l る政、 万
を対の市里
お話現民タ
~f t品状の ウ

空
き
応
舗
が
目
立
つ
中
心
商
脂

街
で
全
校
挙
げ
て
パ
ザ

l
ル
を
聞

き
、
街
に
活
気
を
与
え
た
と
し
て

ロ
月
4
日
、
伊
万
里
商
業
(
岡
田

時
二
校
長
、
全
校
生
徒

7
8
0
人
)

の
生
徒
会
に
対
し
て
、
時
暗
部
市
長

が
伊
万
里
市
を
代
表
し
感
謝
状
を

焔
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
校
内
で
聞
い
て
い

た

『伊
商
パ
ザ

l
ル
』
を
「
商
府

君たちの功績は
伊万里の
J ーベJIJe

街
活
性
化
の
役
に
立
ち
た
い
」
と

生
徒
が
願
い
出
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
こ
の
思
い
立
ち
に
商
工
会

議
所
、
中
心
商
脂
街
が
全
面
協
力
。

U
月
9
日
、
川
日
の

2
日
間
に
か

け
て
、
中
心
商
脂
街
の
空
き
賠
制

問
旧
活
を
借
り
て

『伊
商
府
街
き
て

み
ん
祭
』
を
附
催
。

2
日
間
の
人

出
は

l
万
人
を
超
え
、
約

2
8
0

万
円
を
売
り
上
げ
る
健
闘
を
見
せ

た
も
の
で
す
。

当
日
の
贈
呈
式
に
は
全
校
生
徒

が
同
校
体
育

館
に
勢
ぞ
ろ

い
。
塚
部
市

長
が
生
徒
会

長
の
竹
下
幸

宏
く
ん
(
間

業

科

2
年
、

脇
田
町

。
写

真
)

に
感
謝

状
を
手
渡
し

「
皆

さ

ん

の

発
怨
、
そ
し

て
行
動
力
に

敬
意
を
表
し

た
い

。
市
民

に
感
動
と
活

力
を
与
え
た

皆

さ

ん

は

、

言
わ
ば

『
伊

万
里
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
』
も
の
で
す
。

伊
万
里
の
明
日
に
は
若
い
パ
ワ
ー

が
必
裂
で
す
。
皆
さ
ん
の
カ
を
今

後
も
社
会

に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
た
た
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
生
徒
を
代
表
し
て

あ
い
さ
っ
し
た
竹
下
く
ん
は

「皆

さ
ん
に
感
謝
さ
れ
て
う
れ
し
い
。

前
厄
街
で
の
販
売
実
習
は
楽
し
か

っ
た
し
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
を

一
度
で
終
ら
せ

な
い
よ
う
、
今
後
も
商
問
街
や
市

と
協
力
し
て
、
ま
ち
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

6t IMARI 



冒

大連市公務研修生車

新年快楽

AHappyl¥必wYear 

伊万里の皆さん、

伊
万
里
市
が
交
流
し
て
い
る
中
国
大
連
市

か
ら
公
務
研
修
生
と
し
て
王
翠
英
さ
ん
が

市
男
女
協
働
・
国
際
交
流
課
に
勤
務
し
て
い

ま
す
。
7
月
か
ら
隔
月
で
、
王
さ
ん
に
大
連

の
こ
と
や
伊
万
里
で
の
活
動
を

『
王
さ
ん
物

語
』
と
し
て
報
告
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
今
回
は
そ
の
第
4
号
で
す
。

「独
在
異
郷
為
異
客
、

佳

節

倍

思

親

」
(
ひ
と
り
異
郷
で
過

ご
し
て
い
る
と
、

祝
日
や
祭
日
ご
と
に
い

つ

に
も
憎
し
て
親
や
身
内
を
思
う
)

毎
逢

新
年
に
よ
せ
て
、
今
回
は
中
国
の
祝
祭
日

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

L
-
ん
せ
つ

《
春
節
》
春
節
は
旧
腐
の
元
日
で
、
中
国

で
は

一
年
中
で
最
も
儲
大
な
祝
日
で
す
。
春

グ
オ

一一L
ン

節
を
過
ご
す
こ
と
を
過
年
と
も
い
い
ま
す
。

伝
説
で
は
、
抗
日
あ
る
ど
う
侃
な
野
獣
が
い
て
、

名
前
を
年
と
言
い
ま
し
た
。
春
節
の
こ
ろ
に

な
る
と
、
年
は
郷
に
出
て
来
て
た
く
さ
ん
の

人
び
と
を
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
る
年
、

村
人
は
全
員
団
結
し
て
、
つ
い
に
年
に
打
ち

勝
ち
ま
し
た
。
勝
利
の
日
を
祝
う
た
め
に
、

爆
竹
を
『
町
ら
し
、
お
い
し
い
食
べ
物
や
新
し

い
服
を
作
っ
た
り
し
て
お
祝
い
の
気
持
ち
を

表
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
記
念
日
が
過

年
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
剛
ん
れ
ゐ

春
節
の
時
は
、
玄
関
の
扉
の
両
側
に
春
聯

と
い
う
対
の
句
を
貼
っ
た
り
、
年
耐
を
貼
っ

た
り
し
て
家
中
を
飾
り
つ
け
ま
す
。
春
節
の

チ
&
!

シ
ー

前
夜
は
「
除
夕
(
大
晦
日
ご
と
い
い
、
一

家
団
ら
ん
の
大
切
な
時
間
で
、
家
族
全
員
で

二五

、，
イ
L
7
7
シ

年
越
し
の
ご
ち
そ
う

「年
夜
飯
」
に
舌
つ
づ

み
を
打
ち
ま
す
。
そ
し
て
、

一
晩
中
一
睡
も

せ
ず
に
夜
を
明
か
す
人
も
多
く
、
こ
れ
を

シ

ao
xイ

ア
勺
歳
」
と
呼
び
ま
す
。
元
日
の
朝
、
人
び

と
は
お
互
い
に
#
始
回
り
を
し
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
を
交
わ
し
、
一

年
の
平
安
と
幸
稲
を

祈
り
ま
す
。
こ
う
し
た
喜
び
に
あ
ふ
れ
た
雰

囲
気
の
中
で
新
し
い
年
が
始
ま
る
の
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
中
国
の
法
定
祝
祭
日
は
、
元

旦
節
(
西
暦
の
新
年
)
、
国
際
労
動
婦
人
デ

l

(
3
月
8
日
)
、
植
樹
の
日

(
3
月
ロ
日
)
、

メ
ー
デ
ー

(
5
月
l
日
)
、
中
国
青
年
デ
l

(5
月
4
日
)
、
国
際
児
童
デ
l
(
6
月
1
日)、

中
国
人
民
解
放
軍
建
単
記
念
日

(
8
月
l

-
a
v

リ
L

ぜ
っ

日
)
、
教
師
の
日

(
9
月
川
日
)
、
国
段
節

(
川
月
1
日
)
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
辿
で
は
新
し
い
祭
り
と
し
て

「中
国
迎
春
花
火
燥
竹
祭
り
」
や
「
ア
カ
シ

l励ngCui Ying 
オウ スイエイ 1964年中国吉林省撫余県生

まれ。吉林大学国民経済学専攻卒業。遼寧省

行政学院教師在経て、現在大連市情報産業局

法規処処長を務める

ア
祭
り
」
「
大
連
国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
祭
り
」

な
ど
が
全
国
に
名
を
は
せ
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
「
大
連
国
際
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
祭
り
」
は

毎
年

9
月
に
聞
か
れ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
展
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ

レ
ー
ド
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
時
、
外

固
か
ら
も
有
名
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
モ
デ
ル
が
大

辿
に
集
ま
っ
て
来
ま
す
が
、
特
に
日
本
人
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
桂
由
美
さ
ん
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ン
展
は
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

U

，
M
マ
サ

ニ

ル

ト

一↓

中
国
に
は
「
独
在
異
郷
為
且
(
申
官
、
布
川

7

一
-

7

9

一

一

一

-

逢
佳
節
倍
思
親
」
と
い
う
詩
の
一
節
が
あ

り
、
日
本
へ
来
て
か
ら
、
こ
の
言
葉
の
深
い

お
昧
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
日
友
好
交
流
の
た
め
に
、
少
し
で
も
役
立

つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
本
で
過
こ
す
新
年

も
有
怠
義
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
万
里
の
皆
さ
ん
「
新
年
快
楽
」
(
新
年

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
)

IMARIfI) 



みんなで

考えよう

同和教育

NO.144 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
齢

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、
家
庭
で

人
権
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

育
て
よ
う
愛
と
人
権
③

き
み
き
み

こ
の
か
さ

き
し
た
ま
え

わ
た
し
の
好
き
な
童
謡
に
、
北

原
白
秋
作
詞
の

『あ
め
ふ
り
』
と

い
う
歌
が
あ
り
ま
す
。
『あ
め
あ

め
ふ
れ
ふ
れ
か
あ
さ
ん
が
』
で

始
ま
る
あ
の
歌
で
す
。

続
け
て

『あ
ら
あ
ら
あ
の
こ
は

ず
ぶ
ぬ
れ
だ
』
『
か
あ
さ
ん
ぼ
く

の
を
か
し
ま
し
よ
か
』
『
き
み
き

み
こ
の
か
さ
き
し
た
ま
え
』
『ぽ

く
な
ら
い
い
ん
だ
か
あ
さ
ん
の

お
お
き
な
じ
ゃ
の
め
に
は
い
っ

て
く
』
と
歌
わ
れ
ま
す
。

こ
ん
な
子
が
多
く
な
れ
ば
い
い

な
、
こ
ん
な
親
子
の
関
係
か
ら
心

視
か
な
子
ど
も
が
育
つ
に
違
い
な

い
と
思
い
ま
す
。

2
0
0
3
年
と
な
り
、
新
世
紀

を
迎
え
て

2
年
が
経
ち
ま
し
た
。

『幻
位
紀
は
人
権
の
世
紀
に
』
『
人

権
文
化
の
構
築
を
』
と
い
う
意
気

込
み
で
迎
え
た
新
世
紀
。
し
か
し

現
実
に
は
、

幸
せ
を
壊
さ
れ
て
、

嘆
き
悲
し
み
、
苦
し
ん
で
い
る
多

く
の
人
び
と
が
い
ま
す
。
そ
れ
が

同
和
問
題
で
あ
り
、
女
性
問
題

・

障
害
者
問
題
な
ど
で
す
。

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
文
化
が
発
達

し
、
人
は
賢
く
な
っ
た
は
ず
の
現

代
社
会
で
人
権
問
題
が
解
消
し
な

員t警
E享
!室と
ど聴
轟き

喜宗

日
月

ω日
、
市
民
図
書
館
で
、

『子
ど
も
は

こ
と
ば
で
育
つ
』
と

題
し
た
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『伊
万
里
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
』

が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

講
演
し
た

N
P
O
ブ
ッ
ク
ス
タ

い
の
で
し
ょ
う
か
。
『
現
代
人
の

自
己
中
心
性
』
『効
率
に
こ
だ
わ

る
競
争
社
会
の
影
響
』
『
根
強
く

残
る
け
が
れ
意
識
』
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
原
因
が
考
え
ら
れ
る
で
し

ょ
う
。
わ
た
し
は
そ
の

一
つ
と
し

て
、
わ
た
し
た
ち
の
心
の
中
に
あ

る

『
そ
れ
は
他
人
事
』
『わ
た
し

は
無
関
係
』
と
い
う
考
え
方
が
意

外
に
恨
強
く
、
そ
れ
が
大
き
く
影

響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て

い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
人

権
問
題
を

『自
ら
の
問
題
』
と
し

て
と
ら
え
、
常
に
自
ら
の
心
と
態

度
を
反
省
し
行
動
す
る
こ
と
な
し

に
は
、
人
権
侵
害
は
な
く
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
新
年
に
あ
た
り
、

わ
た
し
た
ち
は
人
権
問
題
に
つ
い

て
現
実
を
今

一
度
見
つ
め
直
し
、

自
分
の
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
し

っ
か

り
考
え
て
み
た
い
も
の
で

す
。
(
市
社
会
教
育
指
導
員
)

ー
ト
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
松

居

直

さ

ん

は

「子
ど
も
に
と
っ

て
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
う
と
き
の

最
高
の
幸
せ
は
、
読
み
手
が

『共

に
居
て
く
れ
る
』
と
い
う
こ
と
で

す
。
誰
か
と
共
に
居
て
、
豊
か
な

こ
と
ば
に
包
ま
れ
、
人
と
の
交
わ

り
と
い
う
か
け
が
え
の
な
い
経
験

を
し
て
こ
そ
、
温
か
い
豊
か
な
心

を
も
っ
た
人
に
育
つ
の
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

郷
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化
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応握するほうも力が入った大ー雷!
東山代町川内野の山ん寺で 『山ん寺祭り』がありま

した 。 この然りは松浦党の栄撃をしのび、五殺~じよ
うを祈願して毎年行われているものです。

恒例となった滝野小・中学生による奉納相撲では、

大相撲の務内力士である努の藤関(小城町出身)が昨

年に引き続き参加。巨体の関取をなんとか倒そうとあ

の手この手でがんばる子どもたちの姿に、詰めかけた

観客からは盛んな声援が送られていました。

人権についてみんなで考えよう
12月4日から 10日までの人権週間にちなみ、市内4

か所で街頭キャンベーンが行われました。当日は、市

長をはじめ市人権擁護委員などが街頭に立ち、道行く

人たちに人権問題啓発のためのチラシを配布。差別の

ない明るいまちづくりを呼びかけました。

とのコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事や話

題を待っています。市役所広報係へご連絡下さい。

ft23-2111(内線207)

みんなで奏でる市民のハーモニー
市内で活動する音楽グループや小、中学校の音楽ク

ラブなどが参加し 『市民音楽祭』が市民センターであ

りました。日ごろの練習の成果を発拘iしようと出演者

たちは熱演。会場には澄んだ歌声や繊細11な楽器の音色

が響きわたり、観客:はうっとり聞き入っていました。

ふるさとの語りを再発見しよう
ふるさと伊万里を再発見しようと毎年開催されてい

る歴史探訪ツアー。今回は 『わがまちの誇り』という

テーマで市内 14か所を訪ねました。参加した47人は、
市教宵委員会の文化財専門員の説明を受けながら、当

時のl時代背景やゆかりの人物に思いをはせていました。

IMAR/ ~ 



みんなで作った料理、昧はどうかな?
親と子のふれあい料理教室が市民センターでありま

した。この日は、洋風ちらしずしゃバナナを使ったデ

ザート など4品の料理に挑戦。お母さんやおばあちゃ

んに包丁の使い方などを教わりながら、子どもたちは

一生懸命料理していました。

外から男た日本は、伊万里は?
グローパJレ伊万里海外研修派遣団の一行が中国、韓

国での研修を終えこのほど帰国しました。7日間の日

程でまちづくりなどを視察、研修したもので「学生の

勉強に対する姿勢に感動しました。日本はワカウカし

てられないと感じたJと団員は話していました。

小、申学校の音楽会

一人ひとりが自分

のパートを演じて

市
内
小
、
中
学
校
の
音
楽
会
が
そ
れ
ぞ
れ

市
民
会
館
で
あ
り
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
敏
を

自
作
、
自
演
す
る
学
校
も
あ
り
、
会
場
を
感

動
の
渦
に
巻
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

中
学
校
で
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
迫
力
あ
る
音

ゃ
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
繊
細
な
響
き
な
ど
多
彩

な
演
奏
に
観
客
は
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

自
分
の
パ

ー
ト
に
一
生

懸
命
取
り
組

む
姿
と
、
そ

こ
か
ら
生
み

出
さ
れ
る
ハ

モ
二

l
の

美
し
さ
に
、

会
場
は
感
動

の
拍
手
が
鳴

り
止
み
ま
せ

ん
で
し
た
。

きょうから漁協が生まれかわります
『マリンパンクきが』波多津営業庖が関庖しました。

これは、金融機関の経営の健全性と信頼性を高めるた

め、波多津漁協が行っていた金融部門を佐賀県信漁連

と統合したもので、同漁協の篠崎理事は「今後も地域

の皆さんとがんばっていきたLリと話していました。

アウト、包ーフに力がこもる
プロ野球パリーグの審判員を務める藤本典征(写真

中央)さんら 4人を招いての審判講習会がありました。

藤本さんが伊高OBということもあって実現したもの

で、参加した市内外の審判員約50人はアウト、セーフ

の基本動作などプロの技を熱心に学んでいました。
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。石忌までもお元気孟き〉
大瀧クミさんに

ぞマメダル

スージIJ

ミ{
ぐち

大
瀧
ク
ミ
さ
ん
(
元
町
)
が
ロ

月
げ
日
、
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
、
塚
部
市
長
か
ら

百
寿
記
念
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
現
在
、
市
内
の
百
歳
以
上
の

人
は
日
人
で
す
。
そ
の
内
女
性
で

は
、
大
瀧
さ
ん
が

9
番
目
の
長
寿

者
で
す
。

大
瀧
さ
ん
は
現
在
、
市
内
の
病

院
で
病
気
療
議
中
で
す
が
、
な
ん

と
何
歳
ま
で
小
料
理
屋
を
営
み
、

印
年
以
上
に
わ
た
り
自
慢
の
料
理

に
腕
を
振
る
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
日
本
舞
踊
が
大
好
き

な
大
瀧
さ
ん
は
、
家
族
の
お
祝

恥
い
の
席
で
は
か
か
さ
ず
踊
り
を

け
披
録
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

漫を
/

市
長
が
「
百
歳
お
め
で
と
う

ι卜一
ご
ざ
い
ま
す
。
早
く
元
気
に
な

ル
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し

3
E1
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
声
を
か
け

コU
E
B
---

品
目

1
る
と
、
大
瀧
さ
ん
は
「
は
い
、

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

長
ん

市
さ
元
気
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

部
議

塚
大

閏
間
嗣
幽
嗣
凶
附
開
附
削
凶
困
問
一

仕

軍F

首
級
中
学
校
の

2
年

生
乃
人
が
、
日
月
日円

、

同
日
の

2
日
間
、
市
内

や
出
掛
津
市
の
各
事
業
所

で
職
場
体
験
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

こ
れ
は
総
合
的
な
学

習
の

一
環
と
し
て
同
校

で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
自
分
た
ち
が

希
望
す
る
職
場
に
直
接

出
向
き
、
そ
の
仕
事
を

実
際
に
体
験
し
て
み
よ

う
と
い
う
献
み
で
す
。

立
花
町
に
あ
る
託
児

所

『
愛
育
園
』
で
子
ど

も
た
ち
の
お
世
話
を
体

IMAR/ ~ 

験
し
た
の
は
、
前
回
綾
さ
ん
、

前

m奈
緒
さ
ん
、
背
木
綾
子
さ
ん

の
3
人
。
全
員
守
ど
も
が
大
好
き

で
、
将
来
は
助
産
仰
や
肴
殺
仰
を

め
ざ
し
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
こ

の
戦
場
を
選
択
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
遊

ん
だ
り
、
食
事
の
世
話
や
お
む
つ

か
え
、
き
ら
に
手
作
り
の
お
や
つ

作
り
に
も
挑
戦
し
た

3
人
。
感
想

を
聞
く
と
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

特
に
子
ど
も
た
ち
が
、
お
や
つ
を

『お
い
し
い
ね
』
と
い
っ
て
食
べ

て
く
れ
る
の
が
と
っ
て
も
う
れ
し

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

伊司
一川制

'
勝'鱗

を
経
し
て
み
た

懇
館
、
と
う
で
す
か
?

四季の詩F

束
、
ム
μ
は

昨

酒

大

の

ど

ど

く

成

人

す

船
Z
哩
骨
d

や
命
巧
不
謹
凧
閥

松
島
叶

村
、司

az 
虫色



i
本
城
を
思
わ
せ
る
城
跡

i

山
代
松
浦
家

L
-
q
今

R
U
'
・a

白
蛇
山
の
南
方

5
0
0
M、
烏

帽
子
山
の
中
腹
に
小
高
い
山
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
山
頂
に
立
て
ば
、

伊
万
里
市
内
は
も
と
よ
り
、
脚
州
島

の
向
こ
う
に
玄
界
灘
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
展
望
の
よ
い
所
で
す
。

5
L，
〈
じ

1
1
L

こ
こ
が
宝
積
寺
創
建
史
の
中
に
書

い
で
あ
る
和
田
城
跡
で
す
。

こ
の
城
跡
の
山
頂
か
ら
川
が
ほ

ど
下
の
所
に
は
、

一附
3

M
M
、
長
さ

ω

M
M

ほ
ど
の
空
掘
り
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
下
に
は
出
丸
と

思
わ
れ
る
所
や
、

1
0
0
M
ほ
ど

の
縦
姉
り
の
跡
、
さ
ら
に
は
深
さ

4
M
ほ
ど
の
抑
制
切
り
の
跡
も
残
っ

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
本
城
を
思
わ

せ
る
重
装
備
だ

っ
た

こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

久
寿
元
年

(
1
1
5
4
年
)
、

こ

の

地

方

の

地

頭

と

な

っ

た

z
tの
2
し

源
直
は
、
和
田
城
の
下
に
菩
提

紹介者の

徳永霊利さん(浦川内) • 
幻
の
和
田
城

U
9
L
-v〈
じ

寺
の
宝
級
寺
を
建
立
し
た
と

い
い

ま
す
。
ま
た
、
械
の
ふ
も
と
に
は

『文
永
日
年
家
古
襲
来
の
時
、
博

多
の
浜
で
討
ち
死
に
し
た
山
代
諮

公
の
墓
に
あ
ら
ざ
る
乎
』

(
宝
税

寺
創
建
史
)
と
記
さ
れ
て
い
る
墓

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

和
田
城
は
鎌
倉
期
か
ら
戦
国
期
ま
で

の
山
代
松
浦
家
の
本
城
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
の
字

aる
む

名
は
今
で
も
丸
尾
(
械
を
表
す
地
名
)

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
区
に
は
、
他
に
も
貴
重

な
史
跡
が
あ
り
ま
す
。
春

3
月
花

の
季
節
に
は
、
観
客
袖
を
連
ね
る

明
星
桜
。
こ
れ
は
今
か
ら

9
2
0

2
む

t
品

2
4
2

年
前
、
浦
内
淡
路
勺
惟
久
公
が
京

都
を
追
わ
れ
こ
の
地
に
来
た
時
、

望
郷
の
念
に
か
ら
れ
て
明
星
桜
と

梅
と
大
念
仏
を
伝
え
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
白
蛇
山
遺
跡
は
昭
和

必
年
に
発
見
さ
れ
、
そ
の
後
の
発

捌
調
査
で
先
土
総
時
代
の
住
居
跡

も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
所

に
は
、
中
世
か
ら
現
代
ま
で
の
古
田

の
澗
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
隠
れ

キ
リ
シ
タ
ン
の
も
の
と
い
わ
れ
る
澗

も
l
基
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど
う

ぞ
歴
史
探
訪
に
来
て
く
だ
さ
い
。

四囲
やまぐち

山口あっ、みちゃん(3歳)
やました さちこ

山下幸子さん(20億)

安亮 ・由美さんの長女青山i-l:町減

脅大坪町つつじケE

2拾 い るいからひ さ寄妻宅2222わ
くいなつ 司令 ふ う歩好い力、時ち。た
んよのもdura-h》 ネかきつく計やだし
とうは元 、ななば家にはかは
もにい気 ・..ぁ。のいの力もらキ
伸ネいな ，芝町市 父まはな申レち、テ
良。旬 、JJ さたおのはンろぬイ
くそ宍づ Iる~ fv.い父。士ダんいち
しれ t 坦恥~ っさで ナ l 、ぐや
てとケ詰 . - しんもィよパるん
句、ガ r ~ よと、ちまジみが

弟を 'Z 司司..... にのーやヘャや大

女てんびん座・ B型

幸
子
さ
ん
は
、
東
山
代
町
に
あ

る
居
酒
屋

『と
っ
ち
ゃ
ん
の
台
所
』

で
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
て

2
年

目
。
最
初
の
こ
ろ
は
、
人
見
知
り

が
激
し
く
て
接
客
が
辛
か
っ
た
そ

う
で
す
が
、
今
で
は
す
っ
か
り
慣

れ
て
、
い
ろ
ん
な
人
と
話
し
が
で

き
る
こ
の
仕
事
が
と
て
も
楽
し
い

そ
う
で
す
。

昨
年
の
秋
か
ら
、
託
児
所
の
仕

事
が
で
き
る
『
チ
ヤ
イ
ル
ド
マ
イ

ン
ダ
』
の
資
格
を
と
る
た
め
、

福
岡
市
の
学
校
に
通
い
始
め
た
と

い
う
彼
女
。
遠
距
離
通
学
の
た
め
、

帰
り
が
夜
遅
く
な
る
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
が
「
将
来
の
夢
の
た
め

に
が
ん
ば
っ
て
ま
す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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1-2月の町民スポーツ

2月2日(白)
.伊万里町民卓球大会

9時開会啓成中学校

.大坪地区卓際大会

9時開会 国見台体育館
9日(日)

.二里町民卓球大会
8時半開会国見台体育館

・山代町民・子ども会卓球大会
8時開会山代中学校

E -Jb 

伊
万
里
に
駅
伝
シ
ー
ズ
ン
の
到

来
を
告
げ
る
第

ω回
伊
万
里
市
内

一
周
駅
伝
競
走
大
会
が
、

日
月

μ

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
山
代
町
浦
之
崎
駅
前

を
ス
タ
ー
ト
し
、
相
生
稿
、
波
多

津
公
民
館
前
、
南
波
多
梨
撰
果
場

を
再
ス
タ
ー
ト
、
市
役
所
に
ゴ

l 1月の市民スポーツ

11日 (土) -12日(日)
.伊万里ニューイヤ一杯少年サツ

力一大会

9時開会国男台怪上競技場ほか

13日 (月)
.新春吉伊万里ロードレース大会

10時20分開会駅通商白街

26日(日)
.伊万里市ミニバスケットボール

大会

9時開会 国見台体育館

ル
す
る
引

・
8
信

i
。
各
町
を
代

表
す
る
選
手
た
ち
が
、
市
内
一
周

ロ
区
間
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

緊
張
し
た
雰
囲
気
が
あ
た
り
を

包
み
込
む
山
代
町
浦
之
崎
駅
前
。

8
時
必
分
、
塚
都
市
長
の
合
図
で

1
区

(淵
之
崎
駅
前

1
久
原
駅
前
)

の
選
手
が

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

1
キ
ロ
付
近
で
山
代
と
伊
万

里
が
抜
け
出
し
併
走
。

2
キ
ロ
過
ぎ

で
山
代
の
深
江
選
手
が
ス
パ

l

ト
。
後
続
を
振
り

き
り
ト
ッ
プ
で
タ

ス
キ
リ
レ

l
。
以

下
、
黒
川
、
大
坪

と
続
き
ま
す
。

2
区

(
久
原
駅

前

i
東
山
代
町
伊

万

里

セ

ロ

リ

l

前
)
で
は
、
タ
ス

キ
渡
し
の
時
点
で

3
位
と
好
位
置
に

つ
け
た
大
坪
が
、
快
調
な

べ
l
ス
で
追
い
上
げ
、

ト

ッ
プ
に
出
る
と
そ
の
ま
ま

リ
レ

l
。
後
に
は
峯
選
手

の
区
間
貨
を
惣
う
力
走

で、

6
位
か
ら

2
位
へ

4

つ
順
位
を
上
げ
た
二
盟
が

続
き
、
以
下
地
元
の
東
山

代、

山
代
と
次
々
に
タ
ス

キ
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

2
述
摘
を
狙
う
二
型

は、

ト
ッ
プ
の
大
坪
と
の

差
9
秒。

3
区

(
伊
万
里

セ
ロ
リ

l
前

1
相
生
稲
)

を
任
せ
ら
れ
た
牧
瀬
選
手

は
、
そ
の
差
を
も
の
と
も

せ
ず
、

一
気
に
ト
ッ
プ
に

踊
り
出
る
と
、
そ
の
ま
ま

快
走
。
自
身
が
記
録
し
た
区
間
記

録
を
塗
り
変
え
る
新
記
録
の
走
り

を
見
せ
、

2
位
に

l
分
ぬ
秒
の
差

を
つ
け
て
相
生
稲
に
ゴ

l
ル
。
以

下
大
坪
、
黒
川
が
続
き
ま
し
た
。

再
ス
タ
ー
ト
と
な
る

4
区

(相

生
橋

f
木
須
東
)
は
、
女
性
ラ
ン

ナ
ー
が
健
脚
を
競
い
合
う
区
間
で

す
。
ス
タ
ー
ト
直
後
か
ら
ト
ッ
プ

に
立
っ
た
東
山
代
の
久
富
選
手

(有
国
工

3
年
)
は
、
一
度
も
ト

ッ
プ
を
殺
る
こ
と
な
く

5
区
の
ラ

ン
ナ
ー
に
リ
レ
l
。
後
続
は
ω
M
M

遅
れ
て
大
川
内
、
大
坪
が
並
ぶ
よ

う
に
リ
レ
ー
し
ま
す
。

ト
ッ
プ
に
遅
れ
る
こ
と
必
秒
で

5
区

(
木
須
東

1
黒
川
町
消
防
署

北
分
署
前
)
に
タ
ス
キ
リ
レ
ー
し

た
二
盟
は
、

こ
こ
で
底
力
を
発
郷
。

川
原
選
手
が

4
人
抜
き
を
淡
じ
る

区
間
賞
の
走
り
で

2
位
に
順
位
を

上
げ
、
先
行
す
る
東
山
代
に
続
き

凶
秒
差
で
リ
レ

l
。
以
下

8
位
か

ら
5
つ
順
位
を
上
げ
た
黒
川
、
そ

の
後
に
大
坪
が
続
き
ま
す
。

消
防
署
北
分
署
前
か
ら
波
多
津

公
民
館
ま
で
の

6
区
で、

二
塁
は

先
行
す
る
東
山
代
を
捌
ら
え
ま

す
。
間
一
同
選
手
が
区
間
新
記
録
の

走
り
を
見
せ
(
写
真
)、

6
区
ゴ

ー
ル
の
波
多
様
公
民
館
で
は
逆
に

引
秒
差
を
つ
け
て
、
累
計
で
も
独



走
態
勢
を
築
き
ま
す
。
こ
こ
ま
で

の
累
計
で

2
位
は
大
坪
、

3
位
は

東
山
代
と
続
き
ま
す
。

再
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
波
多
津

公
民
館
か
ら
中
山
神
社
ま
で
の

7

区
は
、
距
離
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
も

の
の
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
激
し
い

コ
l
ス
で
す
。
途
中
の
登
り
ま
で

は
集
団
で
推
移
し
ま
す
が
、
下
り

坂
に
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
大
坪
の

斉
藤
選
手
が
ス
パ
ー
ト
。
後
続
を

序
々

に
引
き
離
し
ト
ッ
プ
で
タ
ス

キ
リ
レ

l
。
2
位
に
南
波
多
、

3

伎
に
東
山
代
と
続
き
、
累
計
で
ト

ッ
プ
の
二
里
は
、
こ
の
区
間
は

4

位
と
苦
戦
し
ま
す
。

レ
ー
ス
中
最
大
の
難
所
と
言
わ

れ
る

8
区

(中
山
神
社

1
南
波
多

撲
果
場
)
は
、
各
チ

l
ム
の
エ
ー

ス
級
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
区
間
で

す
。
ト
ッ
プ
で
タ
ス
キ
を
受
け
た

大
坪
の
梅
村
選
手
は
、
後
続
の
追

い
上
げ
を
か
わ
す
区
間
賞
の
走
り

で
南
波
多
梨
撰
果
場
に
ゴ

l
ル
。

大
坪
が
、
こ
こ
ま
で
累
計
で
ト
ッ

プ
の
二
里
に
迫
り
ま
す
。

再
ス
タ
ー
ト
と
な

っ
た

9
区

(
南
波
多
梨
撰
果
場
前

1
大
川
町

消
防
署
東
分
署
前
)
は
前
半
か
ら

抜
け
出
し
た
二
塁
、
大
川
内
、
東

山
代
の

3
チ
l
ム
が
激
し
い
デ
ッ

ド
ヒ
ー
ト
(
写
真
)
を
展
開
し
ま

す
。
大
川
内
の
粛
藤
選
手
が
中
継

直
前
で
抜
け
出
し
、
ト
ッ
プ
で
リ

レ
l
、
以
下
二
里
、
東
山
代
が
秒

差
で
続
き
ま
す
。

叩
区

(
消
防
署
東
分
箸
前

i
松

浦
公
民
館
前
)
で
、
先
行
す
る
大

川
内
を
す
ぐ
に
捕
ら
え
た
こ
里
の

下
平
選
手
は
、
後
続
を
確
実
に
引

き
離
し
区
間
賞
の
走
り
で

ト
ッ
プ
を
独
走
。
2
位
に

2
分
近
い
大
差
を
つ
け
て

中
継
。
そ
の
後
に
東
山
代
、

大
川
内
が
続
き
ま
す
。

什
区

(
松
浦
公
民
館
前

i
祇
園
橋
)
で
も
二
里
は
、

ト
ッ
プ
を
独
走
。
後
続
で

は
大
坪
の
平
山
選
手
が
区

間
賞
の
走
り
を
見
せ

2
位

に
浮
上
。
以
下
東
山
代
が

続
き
ま
す
。

最
終
の
ロ
区
(
祇
園
橋

i
市
役
所
前
)
で
は
、
山

代
町
の
永
尾
選
手
と
、
大
川
町
の

落
合
選
手
が
同
タ
イ
ム
で
区
閲
覧

を
奪
い
ま
す
が
、
順
位
に
そ
れ
ほ

ど
の
変
動
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
の

リ
l
ド
を
保
っ
た
二
里
は
、
着
実

に
走
り
を
刻
み
、
多
く
の
観
客
が

待
つ
市
役
所
前
に
歓
喜
の
ゴ
ー
ル

(写
真
)
。
大
会

2
連
覇
を
達
成
し

ま
し
た
。
若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま

で
選
手
層
の
厚
い

二
里
町
の
強
さ

が
光
っ
た
大
会
で
し
た
。
な
お
、

前
回
の
成
績
か
ら
タ
イ
ム
を
日
分

3
秒
絡
め
た
大
川
内
町
が
躍
進
賞

を
獲
得
し
ま
し
た
。
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

V
総
合
順
位

①
二
里
町
②
大
坪

③
東
山
代
町
④
南
波
多
町
⑤
山

代
町
⑥
黒
川
町
⑦
牧
島
③
波
多

津
町
⑨
松
浦
町
⑩
伊
万
里
⑪
大

川
内
町
⑫
大
川
町

V
躍
進
賞

大

川

内

町

V
区
間
賞

(
⑮
は
区
間
新
)

1
区

深
江
俊
文
(
山
代
町
)
2

区

峯

哲

也

(

二
里
町
)
3
区

牧
瀬
光
之
(
同
)
⑨

4
区

久
笛

幸
子
(
東
山
代
町
)
5
区

川
原

敏
裕
(
二
里
町

)
6
区
田
富
幸

博
(
同
)
⑨

7
区

斉
藤
勝
巳

(
大
坪
)
8
区

梅
村
昭
仁
(
同
)

9
区

爾
藤
裕
樹
(
大
川
内
町
)

ω区
下
平
博
康
(
二
里
町
)

刊

区

平

山

正

(

大

坪

)

吃
区

落
合
将
貰
(
大
川
町
)
、
永
尾

幸
大
(
山
代
町
)

伊万里市 長 杯 争 奪 目
スローピッチ選手権大会目

白熱したゲームが

展開されました

秋
晴
れ
の
も
と
、
第
7
回
伊

万
里
市
長
杯
ス
ロ

l
ピ
ッ
チ
選

手
権
大
会
が
、
日
月
げ
日
国
見

台
球
技
場
で
あ
り
ま
し
た
。

ス
ロ

l
ピ
ッ
チ
は
、
ピ
ッ
チ

ャ
ー
の
投
球
が
、
い
っ
た
ん
は

打
者
の
屑
よ
り
上
を
通
過
す
る

山
な
り
の
ボ

l
ル
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
り
、

ω人
で
守

っ
た
り
と
一
般
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
競
技
と
少
し
違
い
、
誰
で
も

競
技
し
や
す
い
ル

l
ル
に
な
っ

て
い
ま
す
。

出
場
し
た
の
は
市
内
各
町
の

代
表
9
チ
l
ム
。
各
年
齢
剛
胆
で

参
加
制
限
が
あ
り
、
下
は
加
歳

代
か
ら
上
は
叩
歳
以
上
ま
で
の

混
成
チ
ー
ム
で
す
。
天
候
に
恵
ま

れ
た
当
日
は
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も

上
々
。
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気

で
ゲ
l
ム
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

決
勝
に
駒
を
進
め
た
の
は
黒
川

町
と
波
多
津
町
。
ど
ち
ら
も
接
戦

を
勝
ち
進
ん
だ
チ

l
ム
同
士
の
対

戦
と
な
り
ま
し
た
。
決
勝
戦
も
追

い
つ
、
追
わ
れ
つ
の
シ
ー
ソ
ー
ゲ

ー
ム
を
展
開
し
ま
す
が
、
最
後
は

攻
守
両
面
に
ま
と
ま
り
を
見
せ
た

黒
川
町
が
、
波
多
津
町
の
追
い
上

げ
を
制
し
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

な
お
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

V
優
勝

黒
川
町
V
準
優
勝

波

多
津
町
V
第

三
位

南
波
多

町
、
山
代
町

~ /MARI 



新

書

慣

例

1

伊

万

里

え

び

す

祭

新
春
恒
例
の

『招
福
・
伊
万
里

え
び
す
祭
』
が、

1
月
日
目
、
市

街
地
を
会
場
に
聞
か
れ
ま
す
。

宝
船
七
福
神
パ
レ
ー
ド
や
、
い

き
鯛

・
い
き
車
エ
ピ
が
当
た
る
福

運
抽
選
会
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
め
じ
ろ
押
し
。
ご
家
族
や
お

友
だ
ち
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

-
期

日

1
月
日
日
(
月
)

《内

容

》

-
宝
船
七
福
神
パ
レ
ー
ド

マ

時

間

午

前

日
時
1
1
時

ω分

マ
コ

l
ス

駅
通
り
i
本
町
名
底
街

1
銀
天
街

，旬、3
い
す
い
通
り
1
銀
天
街
1
本
町

名
指
街

-
福
運
抽
選
会

お
で
ん
(
有
料
て
ふ
る
ま
い

酒
も
準
備
し
て
い
ま
す

マ

時

間

正

午

1
午
後

3
時

マ

会

場

本

町

名

広

街

(

親

和

銀
行
前
広
場
)

※
福
運
券

(
5
0
0
円
)
は
、
エ

ル
タ
ウ
ン
伊
万
里
の
各
庖
で
お

求
め
く
だ
さ
い

-
間
合
先

伊
万
里
え
び
す
祭
実

行
委
員
会
(
含
②

7
2
0
0
)

野

鳥

は

許

司

怠

く

捕
獲
・
飼
聾
で
き
ま
せ
ん

野
鳥
を
愛
玩
目
的
の
た
め
に
捕

獲

・
飼
養
す
る
と
き
は
、
市
長
の

許
可
が
必
要
で
す
。

捕
獲
飼
養
で
き
る
烏
は
、
メ

ジ
ロ
・
ホ
オ
ジ
ロ
の

2
極
類
の
み

で
、
羽
数
は

1
世
帯

1
羽
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
違
反

し
た
場
合
、

l
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
叩
万
円
以
下
の
罰
金
な
ど
に

処
す
と
な
っ
て
い
ま
す
。

-
間
合
先

市
凹
岡
林
水
産
課

(
宮

@
2
1
1
1
内
線

3
6
2
)

交
通
事
蹟
無
料
相
桜

交
通
事
故
で
お
困
り
の
人
は
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

-
相
談
日

毎
週
月

l
金
曜
日

午
前

9
時

1
午
後

5
時

マ
専
門
の
相
談
員
が
応
じ
ま
す

-
弁
護
士
相
談
日

毎
週
水
曜
日

午
後

1
時

1
午
後

4
時

マ
予
約
が
必
要
で
す

※
損
害
保
険
一
般
の
相
談
も
受
け

付
け
ま
す

・
間
合
先

佐
賀
自
動
車
保
険
諮

求
相
談
セ
ン
タ
ー

(8
0
9
5
2
@
8
7
6
8
)
 

吾
育
て
吏
握
セ
ン
タ
ー

に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

『ぽ
っ

ぽ
』
は
、
子
育
て
に
関
す
る
悩
み

や
不
安
を
相
談
し
た
り
、
親
子
で

仲
間
作
り
が
で
き
る
場
で
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
わ
く
わ
く
広
場

地域医療対策懇話会
委員を募集します!
伊万里市の地域医療を考える懇話会の一般市民委員を

募集します。

・応募資格 20歳以上の市民

・募集人数 男女各 l人

※懇話会の構成は、関係団体選出の委員を含め16人程度

・会議開催回数 2か月に 1回程度

・応募方法 住所、氏名、年齢、職業、性別、電話番号、

応募動機 (200字以上)を記入し、郵送または FA
X、EメーJレでご応募ください(様式は問いません)

・応募期限 1月20日(月)

※応募多数の場合は告類選考を行います

・応募・ 間合先 <l!D848 -8501 
伊万里市立花町1355番地I 市地域医療対策室

(含⑫ 21 1 1内線637、四⑫61 1 3) 

EメーJレアドレス chiikiiryou@city.imari.saga.jp 

-
対

象

就
図
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者

午
前
川
時

1
午
後

2
時

マ
ひ
ま
わ
り
コ

l
ス

1
月
げ
目
、
引
日

マ
ち
ゅ
う
り
つ
ぶ
コ

l
ス

1
月

6
日
、
初
日

②
わ
く
わ
く
ベ
ビ
ー

-
対

象

0
1
1
歳

3
か
月
ま

で
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

-
日

時

1
月
日
目
、
初
日

午
前
川
時
i
午
後
2
時

③
ぽ
っ
ぽ
マ
マ
の
つ
ど
い

-
対

象

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

・
日

時

1
月

8
目
、
加
日

IMAR/~ 伊万里税務署 (ft@3149)

午
前
日
時

l
U時
半

・
テ
ー
マ

お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち

ゃ
ん
に
な
る
っ
て

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

④
つ
く
し
ん
ぼ
ラ
ン
ド

-
対

象
就
関
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
殺
者

・
日

時

1
月
日
日
(
水
)

午
前
川
時

1
1時
半

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

・
会

場
①

l
③
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

④
市
民
図
書
館

-
申
込
・
間
合
先

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

(包
⑫

5
1
9
7
)

法定調書の提出期限は1月31日(金)です。 .間合先*お忘れなく!
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水
道
メ
ー
タ
ー
の

取
り
嘗
え
に
ご
協
力
を

水
道
メ
ー
タ
ー
は、

8
年
で
取

り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
は
、
市
営
水
道
区
域

内
で
該
当
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の

取
り
替
え
を
、
現
在
無
料
で
行
っ

て
い
ま
す
。

市
が
委
託
し
た
水
道
工
事
業
者

が
取
り
替
え
に
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
開
会
先

市
水
道
部
管
理
諜

(
密

@
5
4
0
0
)

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
の

パ
ソ
コ
ン
学
習
室
撮
教
室

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
伊
万
里

は
、
自
学
自
習
さ
れ
る
人
の
学
習

の
場
と
し
て
、
無
料
の
パ
ソ
コ
ン

温里主主主三)s⑫ 391 1 

18日 (土)
男女共同参画都市宣言2周年記念
女と男きらめきフォーラムIn伊万里

12時間場 無料
26日(日)伊万里市手をつなぐ育成会

ふれあいコンサー卜・バザー
1311寺開演 到I，~料

学
習
支
媛
教
室
を
準
備
し
て
い
ま

す
。
初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

-
利
用
時
間

月
眼
目

1
金
眼
目

午
前
叩
時

i
午
後

5
時

・
会

規

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

伊
万
里
(
東
山
代
町
)

・
使
用
料

無

料

マ
月

水

金

曜

日

(

月

に

問

日

間
)
は
、
指
導
員
が
学
習
の
支

援
を
し
ま
す

マ
W
o
l
d
、

E
x
c
e
l
2
0

0
0
(基
礎

応

用

編

)

の

テ

キ
ス
ト
を
準
備
し
て
い
ま
す

マ
日
出
歳
か
ら
の
パ
ソ
コ
ン
入
門
な

ど
も
あ
り
ま
す

-
手
続
き

利
用
当
日
、
利
用
者

名
簿
に
ご
記
入
く
だ
さ
い

-
間
合
先

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

伊
万
里
(
宮
⑧

0
1
5
5
)

女お知らせ

市民センター自主事業

九州交響楽団演奏会

く〉期日 :2月23日(日)15時開演

o前売券・大人 3000円
高校生以下 2000円
(当日 500円摺)

関係者

Fb
 o
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⑫
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包
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19日(日)Or三文役者J
131時半 料jl!~ 

.特別企画
く〉栗林箸氏(昆虫写真家)講演会

1月25日 (土)13時半~

※毎週土曜日 お話し会 14時半~
※都合により上映時聞を変更することが
あります

-
対
象
者

市
内
ま
た
は
市
近
郊

に
在
住
の
男
の
人

・
定

員

犯
人

-
期

間

(計

8
回
開
催
)

2
月

1
3
月
の
毎
週
月
曜
日
の

午
後

6
時
1
8時

-
会
岨
崎

市
民
セ
ン
タ
ー

・
受
講
料

5
0
0
0円

※
材
料
裂
が
別
途
必
要
で
す

-
申
込
期
限

1
月
別
日
(
月
)

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

・
申
込
・
間
合
先

市
民
セ
ン
タ
ー
(
宮
⑫

3
9
1
1)

健

康

づ

く

り

に

太

極

準

教

室

-
対
象
者

市
内
在
住
の

一
般
男
女

・
期

日
ー
月
引
日

1
2
月
刊
日
日
の
毎
週

火

金

限

日

(
8
日
間
)

相
会場・市民相談コーナー
時間目 10日寺-15時 無料・秘密厳守
法律相談 8時半受付先着10人まで

丞j民市

-
時

間

午
後

7
時

1
8時

・
会

揚

市
民
セ
ン
タ
ー

-
参
加
料

1
0
0
0円

※
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
を
含
む

・
定

員

犯
人

-
申
込
期
限

1
月
初
日
(
木
)

・
申
込
・
間
合
先

市
教
育
委
員
会
体
育
保
健
諜

(
合

@
2
1
1
1
内
線

4
6
5
)

市
軟
式
野
球
連
盟
の

チ

l

ム

量

録

市
軟
式
野
球
連
却
は
、
平
成
同

年
度
の
チ

l
ム
登
録
を
受
け
付
け

ま
す
。

※
登
録
申
諮
苔
は
事
務
局
に
準
備

し
て
い
ま
す

・
申
込
期
限

1
月
お
日

(土
)

-
申
込

・
間
合
先

市
軟
式
野
球

述
胤
事
務
局

(2
0
9
0
1
2

5
1
2
l
8
5
7
2
原
ま
で
)

(木) 9，16 
(火) 14 
(水) 15 
(火) 7，21 
(月) 27 
(月) 614(火)20，27
(ノ'1<) 8，15，22，29 
(金) 10，17，24，31 

(会局第 1j町接室)

.ボランテイア相談 毎週月曜日
101時-1511寺会場市民ロビー

.緊急巡回労働相談 傍月第3火曜日
101時-161時会場市民ロビー

:一一…
-思った時は、お気軽に市民相談 圃.
| コーナーへご連絡ください。
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昔話 ・伊万里から遠く敵れて仕事などに頑張っている伊万里出身者がいらっしゃいます。

また「伊万里jという語感が好きで、これを庖名にされているお庖なども数多くあります。

このコーナーでは 「伊万里Iと縁が深いみなさんのお便りをご紹介します。

『自慢のふるさと』

千寿荒木 さん

広
報
伊
万
里
を
毎
号
楽
し
く

読
ん
で
お
り
ま
す
.
ふ
る
さ
と

の
香
り
を
運
ん
で
く
れ
る
し
、

な
つ
か
し
い
知
人
の
名
や
風
景

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
.

3
年
前
、
台
湾
・
台
北
の
ホ

テ
ル
で
の
朝
、
心
地
よ
く
身
体

に
響
く
声
で
話
す
凶
名
ほ
ど
の

グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
し
た
.
石

川
西
平
木
の

『
ふ
る
さ
と
の
刊
誌
り

な
つ
か
し
』

で
は
あ
り
ま
せ
ん

が、

自
然
に
側
に
寄
っ
て
い
ま

し
た
。
「
九
州
の
方
で
す
ね
」

「
伊
万
里
の
と
ち
ら
で
す
か
」

「
南
波
多
で
す
」
び
っ
く
り
し

ま
し
た
.
私
は
そ
こ
の
出
身
で

す
。
「

方
言
カ
』
と
い
う
言
葉

が
あ
る
そ
う
で
す
.
あ
る
施
設

に
痴
呆
気
味
の
老
人
が
人
っ

T

い
て
、
看
護
婦
が
話
し
か
け

T

も
殆
ど
及
斥
し
な
い
の
に
、
同

郷
出
身
の
一
人
が
万
言
で
話
し

か
け
た
ら
、
に
こ
に
こ
し
て
反

斥
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
高
校
ま
で
伊
万
里
、
大

学
を
柏
岡
、
そ
の
後
車
京
と
そ

の
近
郊
で
必
年
過
ご
し
ま
し
た
.

人
間
の
感
受
性
は

5
歳
項
、

退
く
と
も

7
歳
頃
に
感
動
し
た

こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
に
よ

っ

て
形
成
さ
れ
、
そ
の
美
し
さ
や

や
さ
し
さ
を
本
め
て
飢
え
を
感

ふるさと伊万里応媛図 (東京都新宿区)

じ
る
そ
う
で
す
。
私
の
そ
の
頃

を
云
え
は
、
終
戦
前
の

田
舎
で

今
の
風
景
と
は
大
分
違
い
が
あ

り
ま
す
.
道
路
や
川
の
場
所
は

変
わ
っ
、
田
畑
の
形
も
整
理
さ

れ
、
山
は
来
樹
園
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
今
で
も
全
体
的
な

風
景
は
緑
と
水
の
柵
円
で
す
.
山

や
川
に
接
す
る
と
気
持
ち
が
休

ま
り
ま
す
。

よ
の
問
、
新
聞
で

そ
デ
ル
に
し
た

い
ま
ち
ベ
ス
ト

テ

y
が
載
っ

て
い
ま
し
た
。

①
大
分

・
湯
布
院
②
宮
崎

・
綾

町
③
北
海
道

・
ニ
セ
コ
町
④
静

岡
・
掛
川
市
⑤
大
分

・
大
山

町
。

心
が
L
N
み
、
苛
み
や
気
分

を
満
足
さ
せ
る
プ
ラ
ス
ア
ル
フ

ァ
を
持
っ
た
ま
ち
で
す
。
私
の

中
の
伊
万
里
は
こ
の
よ
う
な
雰

聞
気
を
持
っ
た
と
こ
ろ
で
す
.

以
外
な
こ
と
で
驚
か
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
の

子
会
社
が
新
潟
県
六
日
町
に
あ

り
ま
す
。

以
前
そ
こ
の
町
長
に

挨
拶
に
行
っ
た
時
、
出
身
地
の

話
に
な
り
佐
賀
県
と
云
っ
た
と

た
ん

「
私
は
佐
賀
県
が
嫌
い
で

す
」
と
云
わ
れ
ま
し
た
。
ζ

こ

は
河
井
継
之
助
で
有
名
な
長
肉

薄
の
領
域
で
す
。
戊
反
戦
争
の

敵
万
と
し

T
今
で
も
強

い
反
応

を
示
す
人
が
い
ま
す
.
南
波
多

は
太
一一
部
分
が
唐
津
藩
で
佐
幕
側

で
す
が
、
佐
賀
県
は
だ
め
で
し

た
.
ふ
る
さ
と
自
慢
も
場
所
に

よ
り
け
り
で
す
。

-

私
は
伊
万
豆
大
伎
を
仲

晶

せ
っ
か
つ
て

3
年
に
な
り

』

ま

す

.
あ
ら
申
る
機
会
と

日

場
所
を
見
つ
け
て
伊
万
里

-
を
自
慢
し
、
伊
方
主
ブ
ラ

』

ン
ド
の
売
り
込
み
を
や

っ

-

て
お
り
ま
す
.
誇
り
を
持

・
っ
て
語
れ
る

こ
と
は
幸
せ

で
す
。
先
日
も
我
が
私
の
社
員

が

「
昨
夜
ス
ー
パ
ー
に
寄
っ
た

ら
伊
万
里
梨
が
あ
っ
た
の
で
買

っ
T
侍
り
ま
し
た
。
お

い
し
か

っ
た
で
す
」
と
報
告
に
来
ま
し

た
。
「
伊
万
里
に
行
っ
て
き
た

よ
」
と
報
告
し
て
く
れ
る
人
も

い
ま
す
。

3
月
に
は
伊
万
翠
湾
大
橋
が

開
通
す
る
そ
う
で
す
ね
。
時
省

L
T
眺
め
る
こ

と
を
楽
し
み
に

し

T
い
ま
す
.

伊万里 1810-1830年代

高さ5.8cm口径46.9cm底径26.5cm

IMAR/ ~ 包~この用紙は、再生紙を使用山討。 (古紙配合率 100%)
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染
付
松
鶴
花
文
皿

ぉ
，
ふ
も

，
ん

か
mmu
ら

こ
う

幅
広
の
折
縁
の
輸
花
皿
で
す
が
、
さ
ら
に
口

止
A

U
ET
9
む

a
A3

a
っ
-
h

縁
を
端
反
状
に
し
て
い
ま
す
。
見
込
み
は
松
皮

t
t
 

菱
剖
で
二
分
し
た
奇
抜
な
蘭
而
構
成
で
す
。
上

辺
に
は

1
7
7
0
年
代
か
ら

1
8
4
0
年
ご
ろ

ま
で
流
行
す
る
、
文
様
の
外
側
を
塗
り
潰
す
手

法
を
使
っ
て
菊
花
文
が
捕
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
下
位
に
は
、
幾
年
月
を
経
た
見
事
勺
湾
倣
と

寄
り
添
う
鶴
を
描
き
、
周
辺
部
に
は
四
方
樽
状

の
文
様
を
丁
寧
に
扮
き
込
ん
で

い
ま
す
。
松
と

鶴
を
画
題
と
し
た
誠
に
お
め
で
た
い
作
品
で
す
。

-~~~~己ヨ

平成14年12月1日現在
.人口 59，811人 (+ 1) 

男 28，524人(- 11) 
女 31，287人(+ 12) 

・世帯 20，496世帯 (+ 19) 
( )は前月比

布

広報 ~安宅~2003-1 
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